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第
六
十
八
条
の
七
十
二
第
七
項
中
「
権
利
（
」
を
「
権
利
若
し
く
は
施
設
建
築
物
の
一
部
に
つ
い
て
の
借
家
権
を

取
得
す
る
権
利
（
」
に
改
め
、「
基
づ
き
同
号
の
施
設
建
築
物
の
一
部
」
の
下
に
「
若
し
く
は
施
設
建
築
物
の
一
部
に

つ
い
て
の
借
家
権
」
を
、「
な
つ
た
同
号
の
施
設
建
築
物
の
一
部
を
取
得
す
る
権
利
」
の
下
に
「
若
し
く
は
施
設
建
築

物
の
一
部
に
つ
い
て
の
借
家
権
を
取
得
す
る
権
利
」
を
加
え
、
同
条
第
八
項
中
「
権
利
（
」
を
「
権
利
若
し
く
は
防

災
施
設
建
築
物
の
一
部
に
つ
い
て
の
借
家
権
を
取
得
す
る
権
利
（
」
に
改
め
、「
基
づ
き
同
号
の
防
災
施
設
建
築
物
の

一
部
」
の
下
に
「
若
し
く
は
防
災
施
設
建
築
物
の
一
部
に
つ
い
て
の
借
家
権
」
を
加
え
、「
権
利
に
つ
き
」
を
「
権
利

若
し
く
は
防
災
施
設
建
築
物
の
一
部
に
つ
い
て
の
借
家
権
を
取
得
す
る
権
利
に
つ
き
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中

「
、
第
八
項
」
を
「
又
は
施
設
建
築
物
の
一
部
に
つ
い
て
の
借
家
権
を
取
得
す
る
権
利
、
第
八
項
」
に
、「
及
び
」
を

「
又
は
防
災
施
設
建
築
物
の
一
部
に
つ
い
て
の
借
家
権
を
取
得
す
る
権
利
及
び
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
七
十
八
第
一
項
中
「
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
（
次
の
表

の
第
三
号
又
は
第
五
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
資
産
に
あ
つ
て
は
、
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
）」に
、「
次
の
表
」
を
「
同

表
」
に
、「
同
表
の
第
八
号
」
を
「
同
表
の
第
七
号
」
に
改
め
、「
百
分
の
八
十
」
の
下
に「（
当
該
譲
渡
を
し
た
資
産
が

同
表
の
第
二
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
資
産
（
令
和
二
年
四
月
一
日
前
に
第
六
十
五
条
の
七
第
一
項
の
表
の
第
二
号
の
上

欄
の
イ
若
し
く
は
ロ
に
掲
げ
る
区
域
と
な
つ
た
区
域
内
又
は
同
欄
の
ハ
に
掲
げ
る
区
域
内
に
あ
る
も
の
に
限
る
。）に

該
当
し
、
か
つ
、
当
該
買
換
資
産
が
次
の
表
の
第
二
号
の
下
欄
に
掲
げ
る
資
産
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
百
分
の
七

十
）」を
加
え
、
同
項
の
表
の
第
一
号
の
上
欄
中
「
第
七
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
、
同
表
の
第
四
号
を
削
り
、
同

表
の
第
五
号
の
上
欄
中
「
第
五
号
」
を
「
第
四
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
の
第
四
号
と
し
、
同
表
の
第
六
号
の
上

欄
中
「
第
六
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
の
第
五
号
と
し
、
同
表
の
第
七
号
の
下
欄
中「
若
し
く
は
」

を
「
又
は
」
に
改
め
、「
又
は
国
内
に
あ
る
鉄
道
事
業
の
用
に
供
さ
れ
る
車
両
及
び
運
搬
具
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も

の
」
を
削
り
、
同
号
を
同
表
の
第
六
号
と
し
、
同
表
の
第
八
号
の
上
欄
中
「
第
八
号
」
を
「
第
七
号
」
に
改
め
、
同

号
を
同
表
の
第
七
号
と
し
、
同
条
第
四
項
、
第
九
項
及
び
第
十
二
項
中
「
第
八
号
」
を
「
第
七
号
」
に
改
め
、
同
条

第
十
四
項
中
「
第
七
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
、「（
同
欄
の
車
両
及
び
運
搬
具
を
除
く
。）」
を
削
り
、
同
条
第
十

六
項
第
二
号
中
「
第
七
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
九
十
三
の
三
第
一
項
中「（
当
該
個
別
課
税
対
象
金
額
」
を
「
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
計
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
が
当
該
個
別
課
税
対
象
金
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
個
別
課
税
対
象
金
額
」に
、

「
金
額
を
限
度
と
す
る
。）と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
」
を
「
金
額
）」に
、「（
当
該
個
別

部
分
課
税
対
象
金
額
」
を
「
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
が
当
該
個
別
部
分

課
税
対
象
金
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
個
別
部
分
課
税
対
象
金
額
」
に
、「（
当
該
個
別
金
融
関
係
法
人
部
分
課

税
対
象
金
額
」
を
「
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
が
当
該
個
別
金
融
関
係
法

人
部
分
課
税
対
象
金
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
個
別
金
融
関
係
法
人
部
分
課
税
対
象
金
額
」
に
改
め
、「（
第
十

四
項
を
除
く
。）」
を
削
り
、
同
条
第
九
項
中
「
第
六
十
八
条
の
十
四
第
八
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
十
四
第
七
項
」

に
、「
第
六
十
八
条
の
十
五
の
七
第
七
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
十
五
の
六
の
二
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
九
十
四
第
一
項
中
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め

る
。第

六
十
八
条
の
九
十
七
を
削
る
。

第
六
十
八
条
の
九
十
八
第
一
項
中
「
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」に
改
め
、

同
項
た
だ
し
書
中
「
、
同
条
第
五
項
」
を
「
及
び
同
条
第
五
項
」
に
改
め
、「（
次
項
に
お
い
て
「
災
害
損
失
欠
損
金

額
」
と
い
う
。）及
び
設
備
廃
棄
等
欠
損
金
額
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
を
削
り
、
同
条
を
第
六
十

八
条
の
九
十
七
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
に
対
し
特
定
事
業
活
動
と
し
て
出
資
を
し
た
場
合
の
課
税
の
特
例
）

第
六
十
八
条
の
九
十
八

連
結
親
法
人
又
は
当
該
連
結
親
法
人
に
よ
る
連
結
完
全
支
配
関
係
に
あ
る
連
結
子
法
人

で
、
新
事
業
開
拓
事
業
者
（
産
業
競
争
力
強
化
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
新
事
業
開
拓
事
業
者
を
い
う
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）と
共
同
し
て
特
定
事
業
活
動（
同
条
第
二
十
項
に
規
定
す
る
特
定
事
業
活
動
を
い
う
。

以
下
こ
の
項
及
び
第
八
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
行
う
も
の
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
そ
れ
ぞ
れ
「
対
象
連
結
親
法
人
」
又
は
「
対
象
連
結
子
法
人
」
と
い
う
。）が
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令

和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
指
定
期
間
」
と
い
う
。）内
の
日
を
含
む
各
連
結

事
業
年
度
の
指
定
期
間
内
に
お
い
て
特
定
株
式
（
特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
（
新
事
業
開
拓
事
業
者
の
う
ち
特
定

事
業
活
動
に
資
す
る
事
業
を
行
う
も
の
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。）の
株
式
の
う
ち
、
資
本
金
の
額
の
増
加
に
伴
う
払
込
み
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
要

件
を
満
た
す
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
取
得
し
、
か
つ
、
こ

れ
を
そ
の
取
得
の
日
を
含
む
連
結
事
業
年
度
終
了
の
日
ま
で
引
き
続
き
有
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
定

株
式
の
取
得
価
額
（
当
該
取
得
価
額
が
百
億
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
百
億
円
）
の
百
分
の
二
十
五
に
相
当
す
る

金
額
（
当
該
連
結
事
業
年
度
に
お
い
て
当
該
特
定
株
式
の
帳
簿
価
額
を
減
額
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
減
額
し
た
金

額
の
う
ち
当
該
連
結
事
業
年
度
の
連
結
所
得
の
金
額
の
計
算
上
損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
た
金
額
に
係
る
部
分
の
金

額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
以
下
の
金
額
を
当
該
対
象
連
結
親

法
人
又
は
そ
の
対
象
連
結
子
法
人
の
当
該
連
結
事
業
年
度
に
係
る
確
定
し
た
決
算
に
お
い
て
各
特
別
新
事
業
開
拓

第
六
十
八
条
の
七
十
九
第
一
項
中
「
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
（
前
条
第

一
項
の
表
の
第
三
号
又
は
第
五
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
資
産
に
あ
つ
て
は
、
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
）」に
、「
前
条
第

一
項
の
表
」
を
「
同
表
」
に
、「
第
八
号
」
を
「
第
七
号
」
に
改
め
、「
百
分
の
八
十
」
の
下
に「（
当
該
譲
渡
を
し
た
資

産
が
同
表
の
第
二
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
資
産
（
令
和
二
年
四
月
一
日
前
に
第
六
十
五
条
の
七
第
一
項
の
表
の
第
二
号

の
上
欄
の
イ
若
し
く
は
ロ
に
掲
げ
る
区
域
と
な
つ
た
区
域
内
又
は
同
欄
の
ハ
に
掲
げ
る
区
域
内
に
あ
る
も
の
に
限

る
。）に
該
当
し
、
か
つ
、
当
該
取
得
を
す
る
見
込
み
で
あ
る
資
産
が
前
条
第
一
項
の
表
の
第
二
号
の
下
欄
に
掲
げ
る

資
産
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
百
分
の
七
十
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
第

八
号
」
を
「
第
七
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
応
じ
、」を
「
応
じ
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
八
号
」
を

「
第
七
号
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
、
第
九
項
、
第
十
五
項
及
び
第
十
六
項
中
「
第
八
号
」
を
「
第
七
号
」に
改
め
、

同
条
第
十
九
項
中
「
第
七
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
八
十
中
「
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
（
第
六
十
八
条
の
七

十
八
第
一
項
の
表
の
第
三
号
又
は
第
五
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
資
産
に
あ
つ
て
は
、
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
）」に
、

「
第
六
十
八
条
の
七
十
八
第
一
項
の
表
」
を
「
同
表
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
八
十
六
第
一
項
中
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め

る
。第

六
十
八
条
の
八
十
八
第
二
十
八
項
中
「
及
び
同
法
」
を
「
及
び
第
四
項
並
び
に
同
法
」
に
、「
と
、同
法
」を「
と
、

同
条
第
四
項
中
「
の
規
定
に
よ
り
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
八
条
の
八
十
八
第
二
十
八
項
の

規
定
に
よ
り
」
と
、「
、
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
、
第
一
項
及
び
同
法
第
六
十
八
条
の
八
十
八
第
二
十
八
項
」
と
、

同
法
」
に
、「
が
前
条
」
を
「
日
が
前
条
」
に
、「
、
前
条
」」を
「
同
条
」」に
、「
、
前
条
及
び
同
項
」
を
「
前
条
及
び
同

項
」
と
、
同
項
第
四
号
ロ
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
前
条
及
び
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
八
条
の
八
十
八
第
二
十

八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
九
項
中
「
又
は
賦
課
決
定
」
を
「
若
し
く
は
賦
課
決
定
又
は
同
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
る
賦
課
決
定
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
一
項
中
「
又
は
賦
課
決
定
」
を
「
若
し
く
は
賦
課
決
定
又
は
同
条
第
四
項

の
規
定
に
よ
る
賦
課
決
定
」
に
、「
同
項
中
「
」
を
「
同
項
中「（
」
に
、「
あ
る
の
は
、「
」
を
「
あ
る
の
は「（
」
に
、「
と

す
る
」
を
「
と
、「
、
第
七
十
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
、
同
法
第
六
十
八
条
の
八
十
八
第
二
十
八
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
七
十
条
第
三
項
」
と
、「
第
七
十
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
法
第
六
十
八
条
の
八

十
八
第
二
十
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
七
十
条
第
四
項
」
と
す
る
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
九
十
一
第
一
項
中「（
当
該
個
別
課
税
対
象
金
額
」
を
「
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計

算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
が
当
該
個
別
課
税
対
象
金
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
個
別
課
税
対
象
金
額
」
に
、「
金

額
を
限
度
と
す
る
。）と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
」
を
「
金
額
）」に
、「（
当
該
個
別
部
分

課
税
対
象
金
額
」
を
「
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
が
当
該
個
別
部
分
課
税

対
象
金
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
個
別
部
分
課
税
対
象
金
額
」
に
、「（
当
該
個
別
金
融
子
会
社
等
部
分
課
税
対

象
金
額
」
を
「
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
が
当
該
個
別
金
融
子
会
社
等
部

分
課
税
対
象
金
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
個
別
金
融
子
会
社
等
部
分
課
税
対
象
金
額
」
に
改
め
、「（
第
十
四
項

を
除
く
。）」
を
削
り
、
同
条
第
九
項
中
「
第
六
十
八
条
の
十
四
第
八
項
」
を「
第
六
十
八
条
の
十
四
第
七
項
」に
、「
第

六
十
八
条
の
十
五
の
七
第
七
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
十
五
の
六
の
二
第
七
項
」
に
改
め
る
。




		2020-03-31T08:42:21+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




